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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、〝S

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

ustainable
D

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

evelopm
ent

G

ゴ
ー
ル
ズ

oals

〞（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
略
で
、
２
０
１
５
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
世
界
共
通
の
国
際

目
標
で
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」持
続

可
能
で
よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

17
の
目
標
を
定
め
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
達

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
の
か

　

一
人
の
取
り
組
み
で
は
目
標
の
達
成
が
難

し
い
こ
と
で
も
、
個
人
、
家
族
、
団
体
、
企

業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
取
り
組
む
こ
と

で
、
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け

た
身
近
な
行
動
が
、私
た
ち
の「
今
」を
支
え
、

「
未
来
」へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

　

令
和
３
年
５
月
、
高
山
市
が
国
の「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た（
提
案

内
容
は
下
段
参
照
）。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
沿
っ
た
基
本
的
・
総
合
的
取
り
組

み
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
都
市
・
地
域
の
中

か
ら
、
特
に
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
側
面

に
お
け
る
新
し
い
価
値
創
出
を
通
し
て
持
続

可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
潜
在
能
力
が
高
い

都
市
・
地
域

を
、
国
が
選

定
す
る
も
の

で
す
。

世
界
を
魅
了
し
続
け
る

「
国
際
観
光
都
市
飛
驒
高
山
」の
実
現

　

日
本
一
広
大
な
市
域
に
広
が
る
豊
か
な

自
然
、
歴
史
・
文
化
、
伝
統
、
匠
の
技
、

温
か
い
人
情
な
ど
多
彩
な
魅
力
は
、
先
人

た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
献
身
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
守

り
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
魅
力
が
人
々
の
暮
ら
し
と
豊

か
な
心
を
醸
成
し
、
現
在
の
飛
驒
高
山
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
着
実
に

守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
資
源
や
特
性
な
ど
の
魅
力
を
活

か
し
な
が
ら
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
三

側
面
を
連
関
さ
せ
る
好
循
環
を
生
み
出

し
、
国
内
外
か
ら
選
ば
れ
続
け
る「
国
際

観
光
都
市
飛
驒
高
山
」の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　　　私たちの未来のために

　　　これまでもこれからも Ｓ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
目
標

電気をこまめに消す
↓

電力の消費量が減る
↓

電力の発電量が減る
（化石燃料の利用減少）

↓
ＣＯ 2の排出量が減る

↓
地球温暖化の防止につながる

例 目標 13

提
案
内
容


